い、 いま 来て、 先にせ しめよう というな あ、 すこしば 

かリ 虫が いいでしょう」 

「 …… まことに、 申 訳け ない が、 じつは …… 」 

本郷、 向ガ 岡。 

あかもん まえ だかが のかみ ごし ゆでん 

加賀さ ま の 赤門 で 名代の 前 田 加賀守 の 御 守 殿 屋敷。 

また 力 

本郷 から 下 谷の 根津 わきまで 跨って、 屋敷の 地 内 

が 十六 万 坪。 

ちくけ い りょうう かいがん こうふう ばんしょう せいせつ 

竹逕の 涼雨、 怪巌の 紅楓、 蟠松 の晴雪 〔# ルビの 「せ 

いせつ」 は 底本で は 「せいうん 匕 …… 育徳 園 八景と いつ 

せんせき りんぼく ふ ち ゆうす い 

て、 泉石 林木の 布置、 幽邃 をき わめる 名 園が ある。 

北 どなり、 水 戸 さまの 中 屋敷に むいた 弥生 町が わの 



羨 ましそう に 見お く つてい る。 

門から あふれ だし、 弥生 町の 通り を根津 まで ギッシ 

リと四 列に つづいて いる 人数 だから、 たいへん。 なか 

なか 順番が やって来ない。 

それから 四 半 刻、 冷 汗をかき、 焦 立つ 胸 をお さえな 

が らジ リジリ と 進んで 行く うちに 、 ど う やら 氷室 の 近 

く。 …… あと 四 人で 自分の 順番が くる …… 。 

前の ひとりが 去り、 また ひと リ。 …… ようやく、 待 

ち こがれた 自分の 番。 

J る 

帷子の 袖で 汗 をぬ ぐいながら、 顫える 手で 丼 を さし 

だし、 



「なに をす る、 手 を 離せ ッ」 

「お願い …… お願い …… 」 

「これ、 手 を 離せと 申す に！」 

手づ よく 押しの けた はずみに、 丼が ケシ 飛んで、 地 

ベた の 小石に あたって 二つに 割れる。 

むた —> 

「これ は、 ご 無体！」 

「無体と は、 こちらの 申す こと だ、 マ ゴマゴ しないで、 

早く 帰れ」 

浪人 者 は 地面に かがんで、 も そ も そと 丼の かけら を 

拾い あつめて いたが、 なに を 思った か、 スック リと立 

ち あがる と、 手に 持った 丼の かけら を 力ま かせに 地面 



にたた きつけ、 

r よし、 どうで も くれぬ というなら、 取る ように 

して 取って 見せる。 …… まだ、 水道 橋へ はか かるまい。 

…… これから 追い かけて …… 」 

ぎょうそう い き どの ざ か 

眼に 血 を そそぎ、 すさまじい 形相で 壶岐殿 坂の ほ 

う を 見 こむ と、 草履 をぬ いで 跣 足に なり、 髪 ふりみだ 

して 阿修羅の ように 走り だした。 

ももの は ゆ 

桃 葉 湯 

ありま 

本郷三 丁目の 『有 馬の 湯』。 



寅吉 は、 照れくさ そうに 頭へ 手 を やって、 

「見た か、 とたず ねられり や、 見た と 返事 をす るより 

しょうが ねえ わけなんで すが、 それが、 どうも なんと 

も、 ざまの ねえ 話なん で …… 」 

「どうした？」 

「いま、 くわしくお 話します …… 。 たぶん、 ご存じ じ や 

なかろうと 思います が、 なにしろ 相手 は 溶けり や 形な 

しになる 厄介な しろもの。 …… 毎年の 例で、 こいつが 

西の 丸の 御 車 寄へ かっき リ四ッ 半 (午前 十一 時) につ 

くの がき まりなんで。 …… と、 言います の は、 お 上 は 

九ッ (正午) の 昼御飯で、 お膳 を ひくと、 すぐ その後 



分 …… 害 岐殿坂 を 下りき つて 二十 五分 …… 水道 橋 を わ 

たりきって 三十 分 …… 神 保 町 かどが 三十 五分 …… 三番 

原 口から 一ッ橋 かかりが 四十 五分。 ところで、 ここで、 

ひ よんな ことが 起きち まった …… 」 

「どうした」 

「 …… いま、 一 ッ橋 御門へ 入ろうと すると、 いきなり 

やみくも 

門 内から むさんに 飛び だして 来た やつが あって、 闇雲 

ひきど 

に 駕籠の 曳 扉の あたりに えらい 勢いで 体 あたり を くれ 

た …… 」 

「ままう- 

「 …… 人間 ひとりが 乗って いるなら、 ひとの 重さが あ 



かきゃく しつ こし 

ついてい るんで すが、 どれ もこれ も 書 役 あがりの 尻 腰 

なし。 .：：• おや、 たいへんと マ ゴマゴ する ばか リ。 … 

…ようやく われに 返って 門 内へ なだれこん だが、 もう 

あとの 祭。 …… 盗つ と は 松 平 越 前の 屋敷の 塀に そって 

大 下馬の ほうへ 行き、 御 破損 小屋から 呉服 橋の ほうへ 

抜けて 行つ たんだろうと 思います が、 たぶん そうだろ 

うと 思う だけの ことで、 みなで 追い かけた ときには、 

うしろ 姿 さえ 見かけない 始末。 …… 今 さらながら 青く 

な つ て 取りあえずお 側役 人まで 訴えて シ オシ ォと 屋敷 

へ ひきあげて 来ました が、 殿 さま はもっての ほかのお 

いか とも 

怒り。 すぐ 伴 を そろえて 西の 丸へ お詫びに あがる とい 



「はて、 …… お 氷の 箱が あがり 口に …… 」 

「 …… 加賀 さま へ お雪 を もら い に 行き、 貰い そこねて 

ぼんやり 帰って くると、 あがり 口に 見なれ ない 桐 箱が 

おいて あるので、 なんだ ろうと 思って 蓋 を はらって 見 

ますと、 それが、 胸 も 焦げる ほどに 欲しい お 氷 …… 」 

「まま < つ I 

「 …… と 申します の は、 ご 承知の ように、 枠がず つと 

ひどい 大 熱で、 囈 言の あいだに も、 雪 を くれ、 雪 をく 

れ とせが みます。 …… 親の 身と して は、 息の あるう ち 

にせめ て ひと 口な りと すすらせて やりたい。 間もなく 

お雪が あがる という ことで、 丼 を ひっつかんで 龃 けつ 



ようご ざいます、 なんとか、 ひとつ、 やって 見 ましよ 

う」 

^駄天 

手拭い を 肩に かけ、 寅吉 とつれ だって 有 馬の 湯 を 出 

る。 無駄 ッ話 をしながら 本郷三 丁目 を 左へ 曲って 加賀 

さまの 赤門。 

役割 部屋へ 入って 行く と、 みな 懐 しが つ て、 寝ころ 

ん でいた やつまで、 はね 起きて 来て、 右左から、 先生、 

先生、 と 取りつ く。 



「へい、 為と 寅に 駕籠 を …… 。 それで、 どうな さろう 

と いうんで」 

「 …… おととい、 氷 をのせ て 行った ときと 同じように 

氷室から 一 ッ 橋まで きっちり 四十 ミニ ュ —， ^で 行きつ 

くように 歩いても らいたい」 

「四十 ミニ ュ ） ^で …… 。 ですから、 どういう …… 」 

顎 十 郎はト ホンと した 顔で、 

「 …… 氷 献上の 駕籠が 氷室 を 出てから、 どう 氷 見 役人 

が 小手 まわしが きいても、 それだけの 氷 を 分けお わる 

に は、 すくなくとも 四 半 刻 (三十 分) はか かる。 …… 

駕籠が 氷室 を 出てから 四十 ミニ ュ— トで 一 ッ橋 につく 



はし つ こ 

敏捷そう なのが 進みで て、 

「 …… 氷室 をし まって 詰 所へ ひきあげたら、 ちょうど 

お 時計が 十字 半 を 打った と 申して おりました」 

「十字 半 …… よし、 わかった」 

抉 時計 を 出して 見ながら、 

「この 抉 時計で、 いま、 ちょうど 三 字 五分 前。 …… い 

いか、 キッ チリ 三 字に なったら 駕籠 を 吊り だして くれ _ 

おれ は 三十 分お くれて ここから 龃 けだす から …… 」 

「よろし ゆう ^ ざいます」 

「一分ち がっても 青地の 生死の わかれ 目。 しっかり 

やってくれ」 



と 言って、 部屋 頭に、 

「お前に、 この 抉 時計 を あずけて おくから、 キッ チリ 

四十 ミニ ュ —トで 一 ッ橋 にか かるよう に 頼む ぞ」 

「合点で ござ います」 

「こう 見えても、 龃 ける ほうじ やめった に 人に は ひけ 

は 取らね え。 …… いわん や、 喰う や 喰わず の 青地の 蚯 

ける のと はわけ がちが う」 

そう 言って いるう ちに、 三 字。 

それ 舁き だせと いうので、 為と 寅が グイと 腰 を あげ 

る。 部屋 頭が つきそって、 

「じ や、 まいります- 



空地 を まわって お 長屋 わき、 正門から 本郷の 通りへ 

飛び だすと、 本郷 一丁目 を 右へ 舂岐殿 坂。 

さかきば らしき ぷ 

水道 橋 を わたって 水 野の 大屋 敷 を 左に 見、 榊 原 式部 

のか どから 四番原 をな なめに 突っきって 三番 原。 大汗 

になって 一ッ橋 づ めまで 飛んで くると、 橋の たもと へ 

駕籠 をお ろして 寅と 為と 部屋 頭の 三人が 待って いる。 

顎 十 郎は大 息をつきながら、 

「ど、 どうだった …… ここで 何分ぐ らい 待った」 

部屋 頭 は 首 を 振って、 

「とても、 いけません。 …… ここへ 駕籠 をお ろした の 

はちょう ど 三 字と 四十 ミニ ュ ） r。 …… いまが ちょう 



がら 見お く つ ている。 

今度 は 十分 早めに 追い かけた が、 それでも、 やはり 

いけない。 顎 十 郎が龃 けつけ る 五分 前に、 駕籠 は、 ちゃ 

んと橋 詰へ とどいて いる。 

後口 

こてん まちよう 

小伝 馬 町の 牢屋 敷。 

あが リ ざしき あが リゃ おおろう に けん はん 

三千 五 百 坪の 地 内に 楊 座敷、 揚屋、 大牢、 一 一間 半 (無 

むね 

宿 牢)、 百姓 牢、 女牢、 と 棟 を わける。 

お 目 見 以上、 五百石 以下の 未決囚 は 楊 座敷へ。 お 目 



やまぶし 

見 以下、 御家人、 僧侶、 山伏、 医者、 浪人 者 は、 ひと 

格 さが つ た 揚屋 へ 入れられる。 

ヘリつ き 

揚 座敷の ほう は、 いわゆる 独房で、 縁付 畳 を 敷き、 

に つ こうぜん 

日光 膳、 椀、 給仕 盆な どが 備えつ けて あり、 ほかに、 

ゆどの せっちん 

湯殿と 雪隠が ついている。 

揚屋の ほう は、 大牢ゃ 無宿 牢の ような 雑居 房で はな 

く、 これ も 独房 だが 格式 はぐつ とさが つ て 畳 は 坊主 畳 

になり、 楊 座敷の ように 食事に 給仕 人が つかない から、 

したがって 給仕 盆な どの 備えつ け はなく、 雪隠 も 湯殿 

も 入 混みになる。 

四 畳に 足りない 六. 七と いう 妙な 寸法で、 いつぼう 



「はは あ、 そこで 追いぬ かれた。 …… なぜ、 そこでお 

ゃリ にならなかった」 

「 …… なに か 御 祝儀で も ありましたろう、 おりあしく、 

榊 原のお 徒士 衆が 油単 を かけた 釣 台 を か ついで 門から 

出て まいりまして …… それで …… 」 

「それ は、 悪い 都合。 …… それにしても、 一 ッ 橋の 御 

門 内で 待 伏せられ たの はどうい うわけ です か。 …… 

いったいの 空地で、 あの 三番 原なら、 門 内で 待 伏せす 

るより やり やす か つたので はな か つた かと 思います 

--ゝ - 

力」 

「いったん は、 手前 も、 そうかんが えました が、 逃げ 



あの 屋敷 はい ま 空 家に な つ て いる こと を ご存じです 

ゝ I 

力」 

「お ッ、 それ は！」 

「藤 波 はう つかり 見の がした ろうが、 あたし はそんな 

ことじ やだま されない。 …… いかに 江戸が 繁昌で も、 

無人の 空 家から 祝儀の 釣 台が 出て くる こと はない。 も 

し、 ほんとうに あったら、 それ は、 お 化の 口」 

チヨ ロリと 相手の 顔 を 見て、 

「 …… いいです か、 あの 日、 お雪が 氷室 を 出た の は、 

お 添 役の 時計で 十字 五分。 …… 一ッ橋へ かかった のが 

十字 四十 五分。 …… ところで、 あなたが 氷室 を 飛び だ 



あらためて、 畳に 手 をつ いて、 

まさめ 

「正視に、 そのものの 姿 は 見 ませぬ が、 あれ を 手前の 

家 へ 投げ こんだ もの の 心 あたり は) J ざ います。 …… 恥 

を 申さねば なりません が、 手前に は、 長 一郎と いう 長 

ほうとう ぶら い 

男が ございま したが、 これが いかにも 放蕩 無頼。 いか 

がわし いもの を かたらって 町家へ 押 借 強請に 出かけ ま 

す。 …… 眼に あまりまして、 去ん ぬる 年、 勘当いた し 

ましたが、 いかに 無頼で も そこ は 血の 濃 さ。 …… 弟、 

源 吾の ほしがる 雪 を 盗みと つ て 家 さきに 投げ こんだ も 

のと 察し、 生 さき 短い 手前が、 長 一郎の 罪 をせ おって 

打 首に なれば、 いかな 無頼な やつ も 本心に 立ち かえる 



であろうと 存じ、 それゆえ、 お 上 を 欺く ような こんな 

仕方 をいた しました」 

顎十郎 は、 組んで いた 腕 をと いて、 

「お 話 はよ くわ かりまし たが、 それ は、 チト 妙です な」 

「はて」 

「 …… 古 帷子で 顔 をつ つんで 一 ッ 橋の 門から 龃 けだし、 

お 氷の 駕籠に つきあたって、 あわてて ま 力 P-P に & け 

こんだ その 男 は、 酒 井の 大部屋で 手遊び をして いた 石 

ご f こ ん 

田 清 右衛門と いう 御家人く ずれ。 …… 勝負の ことで 小 

者の 小鬢 を 斬リ、 足に まかせて 逃げ だした 鼻 さきへ 駕 

籠が 来て、 ついの はずみに 駕籠 を ひっくり返し、 これ 
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